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発　　行

12 月 1 日現在の会員数 　1,145 名

今
年
は
高
陽
町
商
工
会
館
の
全
面
改
修
中
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
い
つ
も
の
焼
肉
パ
ー
テ
イ
を
オ
ー
ド
ブ
ル
に
よ
る
も
の
に
変
更

し
、
午
後
七
時
よ
り
、
高
陽
町
商
工
会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

親
睦
交
流
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
本
日
行
わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
の
成
績
発
表
と
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
は
総
務
委
員
長
が
行

い
、
乾
杯
は
木
戸
経
康
参
与
に
よ

る
発
声
で
開
始
し
、
優
勝 

平
本
光

由
氏
、
準
優
勝 

佐
藤
誠
治
氏
、
三

位 

田
邊
明
利
氏
、
そ
し
て
飛
賞
、

特
別
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

十
八
本
の
表
彰
と
賞
品
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。
賞
品
は
季
節
の
果

物
（
フ
ル
ー
ツ
ふ
じ
た
）
参
加
賞

は
新
鮮
玉
子
（
小
河
原
鶏
卵
）
で
、

参
加
者
全
員
に
賞
が
当
た
り
、
当
日
予
定
さ
れ
て
い

た
二
十
一
時
ま
で
、
時
間
の
許
す
中
で
総
代
、
役
員
、

青
年
部
・
女
性
部
役
員
相
互
間
の
親
睦
を
図
る
事
が

出
来
、
中
締
め
は
、
髙
地
弘
美
副
会
長
に
よ
る
挨
拶

と
三
本
締
め
で
当
日
の
行
事
予
定
全
て
を
終
了
し
ま

し
た
。

当
日
ご
参
加
頂
い
た
総
代
・
役
員
・
青
年
部
・
女

性
部
役
員
の
皆
様
に
は
地
域
別
に
用
意
し
た
二
台
の

バ
ス
（
白
木
方
面
、
口
田
方
面
）
に
分
乗
し
て
頂
き

お
送
り
し
、
準
備
計
画
段
階
よ
り
役
職
員
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

記
事　

総
務
委
員
長　

大
前 

清
治　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六

日
（
土
）
本
年
度
が
総
代
・
役

員
改
選
年
度
で
あ
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
三
年
に
一
度
の
、
平
成

二
十
七
年
度
総
代
・
青
年
部
・

女
性
部
役
員
交
流
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
交
流
会
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
恒
例
と
な
っ
て
お

り
ま
す
第
十
五
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
高
陽
中
学
校

の
協
力
に
よ
り
同
グ
ラ
ン
ド
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

競
技
用
具
は
建
労
の
協
力
を

得
て
借
用
さ
せ
て
頂
き
、
総
務
委
員
全
員

で
コ
ー
ス
設
定
し
、
午
後
五
時
、
開
会
式

は
大
下
秀
明
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
そ
し

て
こ
れ
に
引
き
続
き
、
江
川
卓
也
青
年
部

長
の
選
手
宣
誓
に
よ
り
、
競
技
を
開
始
し

ま
し
た
。
参
加
者
（
総
代
三
十
五
名
、
青

年
部
三
名
、
女
性
部
四
名
、
顧
問
・
参
与

三
名
、
職
員
三
名
、
計
四
十
八
名
）
に
よ

り
二
ラ
ウ
ン
ド
を
戦
い
、
怪
我
人
も
無
く

無
事
終
了
し
、
同
グ
ラ
ン
ド
の
清
掃
を
競

技
者
の
協
力
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 総

務
委
員
会
報
告
　
　	

	
	

	
	

	
	

　
　
　
総
務
委
員
会
委
員
長
　
大
前 

清
治

平
成
二
十
七
年
度

総
代
・
青
年
部
・
女
性
部
役
員
交
流
会
開
催

平
成
二
十
七
年
度

総
代
・
青
年
部
・
女
性
部
役
員
交
流
会
開
催
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開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
白
木
地
区
・
小
河
原
地
区
で
獲
れ
た
新
鮮
な

野
菜
が
ず
ら
り
。
地
元
の
農
家
が
持
ち
寄
っ
た
野
菜
が
並
ぶ

産
直
市
は
、
毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
今
年
は
新
た

な
試
み
と
し
て
、
白
木
産
の
新
鮮
な
葉
物
野
菜
と
地
元
の
飲

食
店
が
造
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
バ
ー
を

新
設
し
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
に

は
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま

し
た
。

　

会
場
の
一
角
で
は
、
青
年

部
に
よ
る
餅
つ
き
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
餅
米
は
も
ち
ろ
ん

『
白
木
産
』。
威
勢
の
い
い
掛

け
声
と
と
も
に
つ
き
上
が
っ

た
餅
は
、
女
性
部
員
に
よ
っ

て
す
ば
や
く
丸
め
ら
れ
、
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
で
き
た
て

の
餅
は
、
並
べ
る
た
び
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
人
気
商
品

で
、
青
年
部
員
、
女
性
部
員

と
も
休
む
暇
な
く
餅
を
作
り

続
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
昨
年
好
評
だ
っ

た
『
パ
ン
ま
き
』
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
、
大
成
功
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
元
金
融
機
関

で
あ
る
広
島
銀
行
、
も
み
じ

銀
行
、
広
島
信
用
金
庫
の
職

員
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
朝
早
く
の
準
備

か
ら
餅
つ
き
、
野
菜
の
販
売
や
試
食
コ
ー
ナ
ー
の
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

当
日
お
手
伝
い
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。記事　

商
業
部
部
長　

池
本 

年
文

商
業
部
報
告 

　
　
　
商
業
部
部
長
　
池
本 

年
文

　

平
成
二
十
七
年
度
会
員
親
睦
旅
行

　

今
年
は
企
画
・
運
営
が
商
業

部
担
当
の
年
に
当
た
り
日
帰
り

旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
二
〇
十
五
年
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
角
島
と
大
河
ド

ラ
マ
ゆ
か
り
の
萩
。

高
陽
公
民
館
七
時
半
、
九
十
七

名
の
参
加
者
で
大
型
バ
ス
三
台

に
て
出
発
、
一
号
車
は
大
下
会

長
、
二
号
車
は
大
前
広
島
北
法

人
会
高
陽
支
部
長
、
三
号
車
は

私
、
池
本
が
そ
れ
ぞ
れ
分
乗
し

挨
拶
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
に
入
り
し
ば
ら
く

す
る
と
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
雨
も
上
が
り
青
空
が

出
て
き
ま
し
た
。
車
中
で
は
税

に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
研

修
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

角
島
橋
の
良
く
見
え
る
場
所

に
て
記
念
写
真
を
撮
り
い
よ
い

よ
角
島
へ
・
・
周
り
の
風
景

に
目
を
や
る
と
潮
の
香
り
と
長

く
架
け
ら
れ
た
橋
、
風
が
少
し

有
り
白
波
も
立
っ
て
い
て
サ
ー

フ
ィ
ン
を
す
る
人
も
！

ま
さ
し
く
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
の
海
・
瀬
戸
内
海
で
は
と
て

も
見
ら
れ
る
景
色
で
は
な
い
素

晴
ら
し
い
景
色
で
し
た
。

　

全
長
一
七
八
〇
ｍ
の
角
島
大

橋
を
渡
り
い
よ
い
よ
上
陸
、
高

さ
約
三
〇
ｍ
の
大
き
な
灯
台
が

目
の
前
に
・
・
そ
れ
か
ら
白
い
イ
カ
が
約
五
十
枚
、
回
転

乾
燥
機
で
グ
ル
グ
ル
回
り
、
そ
ば
で
は
イ
カ
の
焼
く
匂
い

で
い
っ
ぱ
い
。
昼
食
の
前
に
て
少
し
で
ガ
マ
ン
ガ
マ
ン
・
・

十
三
時
「
海
鮮
村 

北
長
門
」
に
到
着
。
大
下
会
長
の
挨
拶

の
後
、
海
鮮
丼
を
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
昼
の
後
は
、い
よ
い
よ
萩
、『
花

燃
ゆ
』
大
河
ド
ラ
マ
館
文
と
萩
物

語
。

　

幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
真
っ
只

中
を
生
き
抜
い
た
女
性
を
描
い
た

大
河
ド
ラ
マ
『
花
燃
ゆ
』
を
し
ば

し
鑑
賞
・
・

外
に
出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
女
優

で
主
人
公
美
和
の
お
姉
さ
ん
役
を

演
じ
る
「
優
香
さ
ん
」
が
タ
ク
シ
ー

か
ら
降
り
て
来
ら
れ
会
場
周
辺
は

大
パ
ニ
ッ
ク
、
私
も
そ
の
中
の
一

人
、
写
真
も
撮
り
ま
し
た
。

　

十
五
時
四
十
分
、
村
田
蒲
鉾
屋

に
て
買
い
物
、
一
同
九
十
七
人
、

他
県
か
ら
の
お
客
様
も
何
十
人
か
、

店
の
中
は
相
当
な
人
数
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
買
い
物
も
終

え
バ
ス
は
一
路
高
陽
町
へ
、
皆
さ
ん
疲
れ
た
の
か
し
ば
し
の

睡
眠
・
・
高
陽
町
に
は
順
調
に
十
九
時
頃
に
着
き
、
三
号
車

は
白
木
ま
で
の
送
迎
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
か
？　

又

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
事　

商
業
部
部
長　

池
本 

年
文

　

～
『
こ
う
よ
う
・
し
ら
き
産
直
市
』

                

開
催
し
ま
し
た
！
～

　

十
一
月
三
日
（
祝
・
火
）、
フ
ジ
グ
ラ
ン
高
陽
（
安
佐
北

区
亀
崎
）
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
、『
こ
う
よ
う
・
し
ら
き

産
直
市
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
高
陽
町
商
工
会
と
旧
白
木
町

商
工
会
の
合
併
記
念
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト

も
今
年
で
七
回
目
。
回
を
追
う
ご
と
に
住
民
へ
の
認
知
度
も

高
く
な
り
、
今
で
は
地
元
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大
に
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工
業
部
報
告
　
　
　
工
業
部
部
長
　
山
本 

靖
則

　

長
崎
視
察
旅
行
を
終
え
て

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日

（
水
）・
二
十
六
日
（
木
）
の
両
日
で
、

こ
こ
数
年
の
工
業
部
視
察
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル

学
習
の
た
め
、
長
崎
県
「
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
」
の
高
度
な
下
水
処
理
及
び

再
利
用
な
ど
の
環
境
保
全
技
術
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

施
設
内
で
は
高
度
下
水
処
理
だ
け

で
な
く
、
輻
射
パ
ネ
ル
を
採
用
し
た

電
気
を
使
わ
な
い
空
調
設
備
な
ど
最

新
技
術
が
使
わ
れ
て
お
り
、
今
後
の

環
境
保
全
技
術
の
方
向
性
の
一
端
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
興
味
深

い
視
察
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
ロ
ボ
ッ

ト
が
行
う
な
ど
先
進
技
術
を
導
入
し

た
世
界
初
の
ホ
テ
ル
と
し
て
話
題
の
今
年
開
業
の
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
・「
変
な
ホ
テ
ル
」
も
一
部
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

部
屋
へ
の
荷
物
の
移
動
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
手
伝
う
こ
と
や
、

ホ
テ
ル
の
個
室
へ
の
入
室
を
「
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
」
で
行
う

こ
と
で
キ
ー
レ
ス
滞
在
が
可
能
と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
雨
模
様
の
波
の
荒
い
中
決
行
し
た
世
界
文

化
遺
産
の
「
軍
艦
島
」
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
船
酔
い
で
苦
し
む

参
加
者
も
出
ま
し
た
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
海

底
炭
鉱
で
に
ぎ
わ
っ
た
夢
の
あ
と
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
今
回
も
無
事
楽
し
く
研
修
旅
行
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
！

工
業
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
工
業
部
以
外
の
会
員
の
方
も
含

め
、
楽
し
く
学
び
、
為
に
な
る
視
察
研
修
旅
行
を
企
画
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

記
事　

工
業
部
部
長　

山
本 

靖
則

青
年
部
報
告
　
　
　 

青
年
部
部
長
　
江
川 

卓
也

　

家
族
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

平
成
二
七
年
八
月
九
日（
日
）

青
年
部
家
族
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
廿
日
市
市
吉
和
に
あ

る
「
も
み
の
木
森
林
公
園
」
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
へ
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

八
月
の
猛
暑
の
中
、
暑
さ
対

策
万
全
で
臨
ん
だ
の
で
す
が
、

吉
和
は
と
て
も
八
月
と
は
思
え

な
い
程
に
涼
し
い
所
で
、
暑
さ

に
備
え
持
っ
て
行
っ
た
道
具
や

荷
物
は
ほ
ぼ
使
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

満
喫
出
来
て
、
夏
休
み
の
と
て
も
良
い
想
い
出
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
日
頃
は
な
か
な
か
難
し
い
大
事
な
家

族
サ
ー
ビ
ス
が
、
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
こ
う
い
っ
た
有
意
義
な
行
事
を
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

記
事　

青
年
部
副
部
長　

下
石 

洋
平

　

新
入
部
員
歓
迎
会

十
月
二
十
九
日
（
木
）
吉

車
本
店
に
て
、
平
成
二
十
七

年
度
青
年
部
新
入
部
員
歓
迎

会
を
行
い
ま
し
た
。
新
入
部

員
五
名
、
在
籍
部
員
十
三
名
、

総
勢
十
八
名
の
部
員
が
忙
し

い
中
を
御
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
地
元
高
陽
・

白
木
発
展
の
為
、
ま
た
同
業
・

異
業
種
の
つ
な
が
り
、
自
社

の
悩
み
な
ど
同
年
代
だ
か
ら
言
い
合
え
る
仲
間
が
増
え
た
こ

と
で
、
み
な
さ
ん
自
信
が
も
て
た
事
だ
と
思
い
ま
す
。
当
日

仕
事
な
ど
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
ま

だ
ま
だ
青
年
部
の
行
事
は
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
高

陽
・
白
木
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

記
事　

青
年
部
文
化
委
員
長　

芝
田 

哲
広

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

高
陽
・
白
木
の
地
域

活
性
化
の
為
に
、
高
陽

・
白
木
を
も
っ
と
沢
山

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
為
に
地
域

の
情
報
を
P
R
し
て
く

れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

作
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？
そ
ん
な
想
い
か
ら

始
ま
っ
た
「
高
陽
町
商

工
会
青
年
部
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
制
作
事
業
」。

高
陽
・
白
木
に
住
ん

で
い
る
方
、
関
わ
り
の

あ
る
方
へ
、
地
元
住
民

に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
考
え
て
い
た
だ

こ
う
と
、
高
陽
・
白
木

の
小
中
高
校
の
生
徒
さ

ん
、
一
般
で
の
公
募
を

行
い
、
八
百
三
十
二
作

品
の
応
募
が
有
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
十
一
月
か
ら
高
陽
白
木
の
各
地
を
回
り
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
に
投
票
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
発

表
は
来
年
二
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
て
下
さ
い
。

記
事　

青
年
部
部
長　

江
川 

卓
也
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第85号

青
年
部
0
B
会 

　
青
年
部
O
B
会
会
長
　
増
井 

克
志

　

～ 

第
四
回
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
を
開
催 

～

平
成
二
十
七
年
十
月

二
十
九
日
（
木
）
に
第

四
回
青
年
部
Ｏ
Ｂ
総

会
を
商
工
会
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
平
成

二
十
三
年
の
一
一
月
に

発
足
し
、
四
年
が
経
ち

ま
し
た
。

当
日
は
第
一
号
議
案

で
は
平
成
二
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
書
の
承
認
に
つ
い

て
、
第
二
号
議
案
で
は

平
成
二
七
年
度
事
業
計

画
書
並
び
に
収
支
予
算

書
の
承
認
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
議
事
に
諮

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
、
江
川
寛
副

会
長
が
新
会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
新
体
制
の
も
と
活
発
な

取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
は
出
席
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
懇
親

会
を
開
催
し
て
昔
話
や
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
語
り
合
い
ま
し
た
。

青
年
部
規
約
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
は

「
自
己
の
資
質
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
、

青
年
部
在
部
中
に
得
た
知
識
と
経
験
を
基
に
、
高
陽
・
白
木

地
区
商
工
業
の
振
興
発
展
及
び
青
年
部
活
動
に
寄
与
す
べ
き

提
言
、
協
力
を
行
う
こ
と
」
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
青
年
部
と
し
て
活
躍
し
、
経
験
豊
富
な
Ｏ
Ｂ
と
し
て

商
工
会
青
年
部
や
各
部
会
・
委
員
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
温
か

く
見
守
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

記
事　

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

増
井 

克
志

女
性
部
報
告
　
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
親
善

　
　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
県
大
会
開
催

　
　
　
高
陽
町
商
工
会
女
性
部
シ
ニ
ア
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
優
勝
め
ざ
す
も
三
位
に
止
ま
る

第
三
十
回
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
県
大
会
が
、
去
る
十
月

二
十
三
日
（
金
）　

広
島
県
立
総

合
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催

さ
れ
、
高
陽
町
商
工
会
女
性
部
か

ら
本
大
会
チ
ー
ム
と
シ
ニ
ア
チ
ー

ム
の
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
両

チ
ー
ム
と
も
優
勝
を
め
ざ
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
目
標
に
到
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
大
会
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー

グ
一
回
戦
の
三
セ
ッ
ト
目
、
七
対

〇
か
ら
ま
さ
か
の
逆
転
負
け
、
そ

の
一
敗
が
た
た
り
、
予
選
リ
ー
グ

一
位
と
な
れ
ず
敗
退
し
ま
し
た
。

一
方
、
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
も
い
つ
も

の
調
子
を
出
せ
ず
、
準
決
勝
で
優

勝
候
補
と
当
た
り
、
三
位
決
定
戦

で
三
位
に
な
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
、
月

二
回
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
し
て
来
る
チ
ー
ム
も
更
に

練
習
し
て
い
る
よ
う
で
、
簡
単
に
は
、
勝
て
な
い
こ
と
を
悟

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
来
年
こ
そ
は
、
ダ
ブ
ル
優
勝
を
狙
っ

て
行
き
ま
す
。

記
事　

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸 

紫
苑
子

　

第
九
回
女
性
部
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

女
性
部
で
は
、
定
住
化
支
援
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
去
る
七
月
十
二
日
（
日
）
高
陽

町
商
工
会
館
及
び
駐
車
場
に
お
い

て
、
男
女
合
わ
せ
て
二
十
九
名
の

参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
野
外
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
男

女
が
一
緒
に
作
業
を
す
る
こ
と

で
、
会
話
だ
け
で
は
知
り
え
な
い

部
分
を
理
解
し
て
欲
し
い
と
思
っ

た
も
の
で
す
。

最
初
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
会

館
二
階
に
集
合
、
開
会
行
事
に
続

き
、
ま
ず
男
性
陣
が
、
会
場
前
部

へ
整
列
し
て
自
己
紹
介
を
行
い
、

次
に
女
性
陣
が
自
己
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
会
場
が
多
少
和
ん
だ　

と
こ
ろ
で
ミ
ニ
ト
ー
ク
タ
イ
ム
を

開
始
。
一
巡
し
た
の
後
、
い
よ
い

よ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
始
し
ま
し
た
。
テ
ン
ト
の
設
営

か
ら
テ
ー
ブ
ル
等
の
準
備
、
野
菜

の
カ
ッ
ト
等
参
加
者
全
員
で
の
共
同
作
業
で
す
。
準
備
が
整

い
焼
肉
ス
タ
ー
ト
、
お
肉
を
焼
く
人
、
配
る
人
、
は
た
ま
た

じ
っ
と
待
っ
て
い
る
人
、
想
定
で
は
、
男
性
が
お
肉
な
ど
を

焼
い
て
女
性
に
振
る
舞
い
な
が
ら
あ
ち
こ
ち
で
会
話
が
弾
む

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
予
想
に
反
し
、
会
話

が
殆
ど
弾
み
ま
せ
ん
。
急
遽
予
定
を
変
更
し
、
再
び
会
館
二

階
へ
移
動
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
タ
イ
ム
の
や
り
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
二
階
へ
移
動
し
て
か
ら
は
、
司
会
者
と
婚
活
委

員
の
サ
ポ
ー
ト
で
会
話
が
進
み
ま
し
た
。

結
果
、
今
回
は
四
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
、
大
瀬
戸
部
長

か
ら
記
念
品
と
し
て
ペ
ア
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

今
回
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、
青
年
部
か
ら
の
支
援
を
受

け
た
お
蔭
で
、準
備
が
ス
ム
ー
ス
に
進
み
ま
し
た
。
今
後
は
、

事
前
に
既
婚
の
青
年
部
員
か
ら
参
加
男
性
へ「
結
婚
の
進
め
」

を
講
演
し
て
も
ら
い
、
男
性
の
積
極
性
を
引
出
す
こ
と
が
必

要
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

記
事　

女
性
部
副
部
長　

平
田 

ミ
チ
エ 
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第85号

事
務
局
報
告  

事
務
局
長
　
増
田 

隆
文

高
陽
町
商
工
会
の
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

が
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

高
陽
町
商
工
会
が
、
認
定
申
請
し
て
い
た
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
七
日
経
済

産
業
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

本
会
の
事
業
計
画
書
は
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/shokibo/
ninteikeikaku.htm

l

経
営
発
達
支
援
事
業
と
は
、
小
規
模
事
業
者
の
事
業
の
持

続
的
発
展
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、
商
工
会
又
は
商
工
会
議

所
が
行
う
「
経
営
改
善
普
及
事
業
」
の
中
で
も
特
に
重
点
的

に
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、
主
に
次
の
４
項
目
の
内
容
を
通

し
て
、
小
規
模
事
業
者
の
技
術
の
向
上
や
新
た
な
事
業
分
野

の
開
拓
、
そ
の
他
経
営
の
発
展
に
つ
な
が
る
事
業
に
前
向
き

に
取
り
組
む
小
規
模
事
業
者
が
発
達
し
て
行
け
る
よ
う
に
伴

走
型
の
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。 

①
小
規
模
事
業
者
の
販
売
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
内
容
、

保
有
す
る
経
営
資
源
の
内
容
や
財
務
内
容
の
等
経
営
状

況
の
分
析

②
経
営
分
析
結
果
に
基
づ
き
、
需
要
を
見
据
え
た
事
業
計

画
の
策
定
・
実
施
に
係
る
伴
走
型
の
指
導
・
助
言

③
小
規
模
事
業
者
の
販
売
す
る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

動
向
、
地
域
の
経
済
動
向
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
提

供
等

④
広
報
、
商
談
会
・
展
示
会
等
の
開
催
又
は
参
加
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
等
、
需
要
の
開
拓
に
寄
与
す

る
事
業

記
事　

事
務
局　

山
﨑 

祐
輔

平
成
二
十
七
年
度 

集
団
健
康
診
断
を
実
施

平
成
二
十
七
年
十
月
十
三
日
（
火
） 

、

商
工
会
館
に
お
い
て
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス

広
島
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
商
工
会
事

業
所
役
員
・
従
業
員
を
対
象
と
し
た

｢

集
団
健
康
診
断｣

を
実
施
し
ま
し

た
。今

年
度
は
、
事
業
所
数
八
十
七
、

申
込
者
数
二
九
六
名
の
方
に
集
団
検

診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措

置
と
し
て
、
従
業
員
に
対
し
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
実

施
す
る
義
務
を
事
業
者
へ
課
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
を
雇
用

す
る
事
業
者
は
一
年
に
一
回
の
受
診
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
従
業
員
の
健
康
を
保
持
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、
医
師
の
意
見
を
聴
取
し

必
要
が
あ
る
時
は
、
就
業
場
所
の
変
更
・
作
業
の
転
換
等
の

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
商
工
会
館
で
の
集
団
検
診
は
、
会
員
事
業
所
、
従
業
員

の
皆
様
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
利
便
性
と
健
診
に
要
す
る
時

間
の
短
縮
等
を
考
慮
し
、
皆
様
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
と
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
健
診
は
、
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
事
業
所
の
ご
協
力
に
よ
り
、
午

前
・
午
後
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。「
集

団
検
診
」
の
利
用
事
業
所
数
及
び
受
診
者
数
も
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
経
営
者
の
従
業
員
に
対
す
る
健
康
管
理
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、
商
工
貯
蓄
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
方
に

は
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
多
く
の
会
員
事

業
所
の
皆
さ
ま
に
集
団
検
診
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
事　

事
務
局　

田
窪　

 
尊

第
五
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会
開
催

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
（
木
）、
第
五
十
五
回
商

工
会
全
国
大
会
が
東
京
渋
谷
区
神
南
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
数
の
来
賓
を
迎
え
た
本
大
会
に

は
、
全
国
か
ら
約
三
千
人
（
当
商
工
会
か
ら
は
大
下
会
長
、

増
田
事
務
局
長
の
二
名
参
加
）
の
商
工
会
関
係
者
が
出
席
。

石
澤
全
国
連
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
萩
生
田
内
閣
官
房
副
長

官
、
林
経
済
産
業
大
臣
そ
し
て
各
界
を
代
表
し
、
独
立
行
政

法
人 

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
高
田
理
事
長
か
ら
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
表
明
で
は
、
小
野
木
全
国
連
副
会
長
が
昨
年
六
月
の

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
の
制
定
を
契
機
と
し
て
、
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
は
じ
め
と
し
た
使
い
や
す
い

施
策
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

小
規
模
事
業
者
が
自
社
の
経
営
力
向
上
の
為
に
こ
う
し
た
施

策
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
全
国
百
万
会
員
を
あ
げ
て
基

本
法
の
早
期
制
定
を
展
開
し
た
成
果
で
あ
る
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
経
済
の
好

循
環
が
全
国
津
々

浦
々
に
ま
で
浸
透

し
、
経
済
の
再
生
、

さ
ら
に
は
地
方
創

生
が
図
ら
れ
る
為

に
は
、
今
後
と
も

小
規
模
事
業
者
に

政
策
の
光
が
し
っ

か
り
と
当
た
る
よ

う
な
政
策
運
営
を

求
め
て
行
く
必
要

が
あ
る
と
訴
え
ま

し
た
。

そ
し
て
、

Ⅰ
．「
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る　
“
力
強
い
景
気
対
策
”

の
実
施
」
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ご入会ありがとうご
ざいます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

Ⅱ
．「
小
規
模
事
業
対
策
の
拡
充
・
強
化
」

Ⅲ
．「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
力
に
よ
る
地
方
創
生
の
実
現
」

Ⅳ
．「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
に
資
す
る
税
制
・
社
会

保
障
の
実
現
」

Ⅴ
．「
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
の
加
速
化
」

Ⅵ
．「
商
工
会
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実
」

の
六
項
目
が
大
会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
県
の
前 

商
工
会
連
合
会
会
長
に
対
し
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
次
い
で
「
事
業
推
進
優
良
商
工
会
」
等
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
自
民
党
の
谷
垣
幹
事
長
、
公
明
党
の
山
口
代

表
、
民
主
党
の
近
藤
役
員
室
長
の
政
党
代
表
祝
辞
の
後
、
当
日
の

来
賓
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
大
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

記
事　

事
務
局　

山
崎 

祐
輔

　

 

商
工
会
館
全
面
改
修
工
事
を
実
施

高
陽
町
商
工
会
で
は
、
平
成

三
年
二
月
竣
工
し
た
商
工
会
館

の
二
十
五
年
ぶ
り
の
全
面
改
修

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
永
年
の

課
題
で
あ
っ
た
会
館
改
修
工
事

は
、(

有)

プ
ラ
ス
設
計 

福
間
宏

樹
氏
に
よ
る
設
計
・
施
工
管
理
・

監
修
の
下
、
平
成
二
十
七
年
九

月
一
日(

火)

よ
り
着
手
。
工
事

は
、
元
請 

芸
信
建
設(

株)

、
そ

し
て
会
員
事
業
所
の
全
面
的
な

協
力
に
よ
り
順
調
に
進
み
、
平

成
二
十
七
年
十
月
五
日(

月)

の
駐
車
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
敷
設
工

事
を
以
て
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
一
階
事
務
室
、
青
年
婦
人
部
事
務
室
、
記

帳
指
導
室
、
一
階
エ
ン
タ
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
ニ
階
階
段
ホ
ー
ル
、

ニ
階
講
習
会
室
（
ホ
ー
ル
）、
一
・
二
階
ト
イ
レ
そ
し
て
下
水
管
敷

設
工
事
と
多
岐
に
わ
た
る
工
事
で
し
た
。今
回
の
改
修
工
事
で
は
、

倉
庫
を
除
く
全
室
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
、
省
エ
ネ
に
向
け
た
取
組
み

を
行
う
と
と
も
に
、
一
階
事
務
室

に
つ
い
て
は
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
化
を
実

施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
青
年
婦
人
部
事
務

室
及
び
記
帳
指
導
室
に
は
Ｌ
Ａ
Ｎ

ケ
ー
ブ
敷
設
工
事
を
行
い
、
会
員

の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
や
相
談
そ
し

て
、
確
定
申
告
時
期
の
対
応
等
、

万
全
な
設
備
シ
ス
テ
ム
対
応
を
行

う
事
が
出
来
ま
し
た
。

地
域
で
事
業
を
営
む
会
員
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
常
に
寄
り
添
い
、
経
営
課
題
の
解
決
や

販
路
開
拓
を
行
う
伴
走
型
支
援
を
実
践
し
て
行
く
と
と
も
に
、
行

政
や
関
係
団
体
と
も
共
に
連
携
し
、
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
と
地

域
振
興
に
注
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
の
大
変
な
ご
努
力
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
高
陽

町
商
工
会
館
を
、
永
く
大
切
に
維
持
管
理
し
な
が
ら
、
会
員
の
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
て
行
く
所
存
で
す
。

記
事　

事
務
局　

増
田 

隆
文

平
成
二
十
八
年
度 

新
春
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

高
陽
町
商
工
会
に
「
高
橋  

建
さ
ん
」
が
　

や
っ
て
来
る 

！

高
陽
町
商
工
会
で
は
、
来
る
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
一
日

（
木
）
開
催
の
「
新
春
講
演
会
＆
新
年
互
礼
会
」
に
元
広
島
東
洋

カ
ー
プ
“
左
腕
エ
ー
ス
”
で
現
Ｒ
Ｃ
Ｃ
野
球
解
説
者 

高
橋
建
氏

と
テ
レ
ビ
・ 

ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

坂

上
俊
次
氏
の
お
二
方
を
お
迎
え
し
、「
私
と
野
球
人
生
」、「
優
勝

請
負
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
伝
え
た
い
九
つ
覚
悟
」
と
題
し
、
講
演

を
頂
き
ま
す
。

そ
の
後
、
高
橋　

建
氏
と
坂
上 
俊
治
氏
に
よ
る
「
ト
ー
ク
シ

ョ
ウ
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

記
事　

事
務
局　

増
田 

隆
文  

坂上 俊次 プロフィール
（1975 年 12 月 12 日生まれ伊丹市出身）

●関西学院大学を卒業
● 1999 年 RCC に入社。主にスポーツ番組を担当
● 2011 年約８年間をまとめた『カープ魂 33 の人生

訓』を出版
● 2015 年広島のスポーツチームの指揮者達を取材し

た『優勝請負人アナウンサーが伝えたい 9 つの覚悟』
で、第 5 回広島本大賞を受賞

高橋 建 プロフィール
（1969 年 4 月 16 日生まれ横浜市出身）

●横浜高等学校から拓殖大学へ。その後トヨタ自動車
● 1994 年ドラフト 4 位で広島東洋カープ入団（背番

号 22）“左のエース”として活躍。1996 年にはウェ
スタン・リーグでノーヒットノーランを達成。

　オールスターゲームに 3 回出場
● 2009 年トロントブルージェイズに移籍。
　同年ニューヨークメッツと契約（背番号 36）
● 2009 年広島東洋カープに復帰
●現役引退
● RCC プロ野球解説者を努める



会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長 石飛 太士）

第85号

新入会員紹介　（入会期間　２7年６月１５日～１１月２３日）　（入会日付順）
ご入会ありがとうご

ざいます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

事業所名 代表者 地区名 業種

佐々木商店 佐々木義治 高 南 食料品小売業

㈱オートリユース 尾崎　祐哉 深 川 古物商

㈱ＮＫ興産 河口　　昇 高 南 解体・土木

金田建工 金田　一紀 口田東 建設業
特別養護老人ホーム
ゆたか園

施設長　　
秋國　朋広 小河原 特別養護　

老人ホーム
山陽舗装㈱ 川上　　洋 小河原 建設業

佐々木稔行政書士事務所 佐々木　稔 上深川 行政書士

（同）ｄ－ｍａｋ 藤山大二郎 口田東 不動産賃貸業

寺本設備 寺本　貴志 落合東 空調設備

養護老人ホーム 三篠園 栗栖　正樹 井 原 社会福祉事業

山﨑電工 山﨑　優志 落合東 電工

事業所名 代表者 地区名 業種

㈱ジュウセツ 兼岡　史明 口 田 建設業

天使の羽衣 滝口　由美 三 田 療術

たこやき．かよちゃん 福田カヨ子 亀 崎 食品小売業
（たこやき）

アルソア ピュール シエル 竹本　　伸 狩留家 化粧品、
健康食品販売

だいこく接骨鍼灸院
高陽院 小坂家将範 深 川 接骨、鍼灸

雪印牛乳
高陽中央販売所 渡辺　博子 倉 掛 牛乳販売所

㈱ひろこめ 上野　勝正 口 田 食料品・
弁当製造販売

㈲友里 武永　里衣 深 川 製造・設計

平西直美 地区外 パチンコ景品買取業

晃信工業 末岡　信弘 地区外 建設業

◆加入資格　　
　当商工会の地区内（旧高陽町 ･ 白木町）において、営業所、事務所、工場又は
   事業場を有する商工業者の方。
◆加入金及び年会費
　加入金　　10,000 円
　年会費　　個人事業者 11,000 円　　法人事業者 13,000 円
　　　　　   特別会員（種類により会費額が異なります。詳細は商工会へお問い合わせ下さい。）
　　　　　    ※ 尚、加入月により減免制度あり。
◆ご紹介方法
　お知り合いの方に入会についてお声掛頂き加入申込書にご記入の上、FAX 又は TEL にてご連絡
　お願いします。　
　（加入申込書は商工会事務局に準備しています。）
　商工会入会メリット、お役に立てる事業案内を準備していますのでご利用下さい。
　（必要時は商工会事務局へお申し付け下さい。）
　※ 入会については役員会承認後ご本人に承諾書を送付し加入金及び会費を納入された時点で正式
　　 加入となります。

高陽町商工会　事務局
♥本　　所　　安佐北区深川５丁目 21-21　　TEL:842-0186　　FAX：845-0939
♥白木支所　　安佐北区白木町秋山 2391-4　 TEL:828-0703　　FAX：828-1764

お知り合いの方を
　　　ご紹介ください !!
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